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いなべ工場の稼働について（第 4報） 

            

 このたびの、いなべ工場内の第 2 工場 塗装工程において 3月 20 日(月)に発生した火災事故に 

より、ご心配とご迷惑をおかけし、改めて深くお詫び申し上げます。 

 火災の影響により、3 月 20 日(月)2 直目から 3月 23 日(木)2 直目までのいなべ工場の車両生産 

ラインの稼働を停止することを公表しております。関係当局に確認をいただきながら、発生原因が

究明でき、再発防止対策を図った上で塗装工程の復旧対応を進め、早期復旧の目途がつきました。 

生産する車両の品質確保に万全を期すため、3 月 24 日(金)の稼働は停止し、生産ラインの稼働と 

品質の再確認を行った上で、3 月 27 日(月)1 直目より稼働を再開することにいたします。今後二度

とこのような事故を起こさぬよう全社を挙げて再発防止を徹底して参ります。   

 

 

１．火災発生の原因について         

塗装したボデーを熱風で乾燥させる炉に位置する、断熱材で覆われた熱供給ダクトの一部損傷箇所

から、熱風が漏れ、熱風に含まれる塗装成分が堆積し、熱風で熱せられた結果、出火に至ったと 

推定しております。   

 

 

２．再発防止に向けた取り組み 

乾燥炉周辺の損傷・老朽箇所の有無の確認や堆積している塗装成分の清掃、断熱材の交換なども 

行った上で稼働してまいります。 

また、今後は設備の点検頻度ならびに清掃頻度を見直してまいります。 

あわせて他工場の塗装工程においても本件と同様の火災事故を発生させないよう確認を行って 

まいります。 

 

以上 

 

 


